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On a Hybird between Male Luehdorfia japonica and Female 
L. puziloi inexpecta 


Seiki HARA and Hironori OCHIAI 


北ア ルプ ス 姫 川谷 下流 域 お よび 山形 県 最上 川中 流域 の Luehdorfia 属 2 種 の 混 生 地 に お いて , Lueh- 
dorfia japonica LEECH ギフ チョ ウ と L. puziloi inexpecta SHELJUZHKO ヒメ ギフ チョ ウ と の 間 の 雑 変 個 
体 が 少な か ら ず 採集 きれ て いる . これ ら は いずれ も , ヒメ ギフ チョ ウ づ に よっ て 形成 され た 受胎 論 を 
腹 端 に 付着 させ た ギフ チョ ウ \ で あっ て *, その 逆 の 組合 せ 例 は 知ら れ て いな い .** 

一 方 , ハンド ・ ペ アリ ング に よる 両 種 の 種 問 雑 種 の 第 一 世代 の 育成 は , 交配 飼育 技術 が 昨今 長 足 の 
進歩 ・ 普 及 を 遂げ た こと も あっ て , 愛好 家 の 間 で は か な り 普 遍 的 な も の に な っ て きた . た だ し , これ 
は 前 記 の 組合 せ の 雑 交 (や は ギフ チョ ッ ) に 関し て で あっ て , 逆 の 組合せ (? は ヒメ ギフ チョ ウッ) に 
は あて は ま ら な い . も ちろ ん , 従来 まっ た く 逆 の 組合 せ の ハン ド ・ ペ ベア リン グ が ここ ろ み られ な か っ 
た と いう わけ で は な く , この 場合 , 正常 な 産卵 を 見 る と ころ まで は 成功 し て いる (高倉 , 1965, 1973). 
けれ ども ゃ も , その 卵 が 財 化 し た 例 は な く , この 組合 せ に よる 種 癌 雑種 は 幼虫 ・ 由 ・ 成 虫 等 に つい て は 未 
知 で ある . 筆者 ら は , 野外 で ギフ チョ ウゥ 9 に よっ て 形成 され た 受胎 論 を 付け た ヒメ ギフ チョ ウマ を 採 
集 し , この 母 蝶 に 強制 採卵 を ここ ろ み , ff Fi: oZjm-dü«medn5-c-sacaoc, その 概要 
を 報告 する . 

発表 に 当り , 種々 ご 協力 いた だ いた 伊藤 正宏 ・ 森 井 謙介 ・ 斉 藤 洋 一 の 語 氏 に 謝意 を 表す る . 

















母 蝶 の 採集 お よび 飼育 過程 


1976 4 5 B 3 BH, 11 時 30 分 ( 晴 ), 原 は 長野 県 北安曇 郡 小谷 村 大 網 に お いて 新鮮 な ヒメ ギフ チョ 
V 1g を 採集 し た . 崖 地 を 飛翔 中 の 本 個体 は , 数 回 ウス バ サ イ シン の 葉 に 止ま り , その うち の 1 度 は 
葉 上 に 落着 いて 産卵 行動 を 見 せ た . し か し , 現地 の 足場 は 悪く , 産卵 し た か どう か は 確認 で き な か っ 
た . 従っ て 採集 され る 以前 に 本 個体 が 既に 産卵 を 開始 し て いた 可能 性 は 強い . 

本 個体 の 受胎 開 は 極端 に 小さ く , 色彩 は ギフ チョ ウッ と 同じ 黒色 で ある . ギフ チョ ウッ の 受胎 開 の 形態 
に は 個体 変異 の 幅 が 広く , 本 個体 の も の も この 範囲 に 入る も の と 思わ れ た (Figs. 1-3). 

卵 : 持ち 帰っ た 母 忠 に 強制 採卵 を ここ ろ み みた と ころ , 5 月 $ 日 か ら 8 日 に か け て , ウス バ サ イ シン 

* こと この 中 に は 種 問 雑種 の びに よる ケー ス が 含ま れ て いる 可能 性 も ぁ る (後述 ). 

** 他 に も 姫川 谷 で 雑 交 し た ヒメ ギフ チョ ウ 19 が 得 ら れ て いる こと を 最近 知っ た (平井 勇 氏 か ら 

の 私 信 , REK). 
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Figs. 1-3. Luehdorfia puziloi: (1) adult, (2) sphragis, lateral view, (3) ditto, ventral 


view. Figs. 4—5. Sth instar larva (L. puziloi 9 x L. japonica d). Figs. 6-9. 
Pupa: (6) japonica, (T) puziloi, (8) puziloi 9 x japonica づ 。 (9) japonica 9 x puziloi d. 





に 4 卵 塊 計 50 卵 を 産 付 し た . 異種 の 受胎 本 を 付着 させ て いる と は いえ , 本 個体 の 産卵 動作 は ヒメ ギ 
フチ ョ ウ の それ と 変り な い . 

卵 は に メス ギフ チョ ウ の それ と 外見 上 は 区 別 で き な い . 30 卵 中 の 11 MARED E RMEL CK 
受精 卵 ら し い ), 38 MNRE (EA) し て 剛 化 の 徴候 を 見 せ た も の の , 以後 の 変化 は な く , b 
に 終っ た . 結局 , 残る 1 卵 が 無事 に 名 化し た に すぎ な い WAER 2%). 

話 が 前 後 す る が , この 組合 せ の 雑 交 卵 を 笛 化 させ た の は 実は この と き が 最初 で は な い . それ 以前 に 
も 落合 は , この ハン ド ・ ペ アリ ング を 幾度 か ここ ろ み て , その 都度 多数 の 卵 を 得 て い る . すなわち , 
その 組合 せ は , ① ヒ メ ギ フ チョ ッ ウ (長野 県 机 )X※ ギ フチ ョ ウッ (丹沢 宮ヶ瀬 ), ヒメ ギフ チョ ッ (Dx 
ギフ チョ ウ (山形 県 小国 ), ③ ヒ メ ギ フ チョ ウッ ウ (姫川 谷 大 網 )X ギ フチ ョ ウ (大 網 )…・ 等 で ある . 
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zd 5)0mr-—24ulJ 5m bim. 
し か し , その 1 令 幼 虫 は 飼育 管理 


その 結果 , OT 300 卵 位 , ③ で 数 百 卵 を 得 た が , 
② で は 50~60 卵 を 得 た が , この 中 か ら 辛 うし じ て ! 卵 が 疫 化 し た . 
が 不 十分 で あっ た た め , 卵殻 だ け を 残し て 飼育 容器 か ら 逃 亡 し た . 

ギフ チョ ウ や ヒメ ギフ チョ ウ で も , ある い は 通常 の 雑 交 (9 は ギフ チョ ウ ) に し て る も, 同一 卵 塊 内 
で の 肛 の 発生 は 均一 に と な る の が 普通 で ある . と ころ が , 逆 の 雑 変 の 場合 は その ば ら つ き が いち じ る し 
v. 購 化 間際 に 卵 色 が 黒 変 す る こと も ある が , 同一 卵 塊 内 で の その 時 期 は 各 卵 に よっ て まち まち で あ 
り , 卵 色 も 褐色 か ら 黒 に いた る まで さま ざま な 段階 の も ゃ の が 含ま れ て いた . も ゃ ちろ ん , 産卵 時 か ら 外 
見 上 な ん ら の 変化 を 見 せな いま まで 卵 が し ぼん で し まう ケー ス も 多い . 今回 , 野外 の 母 喋 が 産ん だ 卵 
塊 の 場合 に も , 以上 と まっ た く 同 様 の こと が いえ る . 

従来 , 一 般 に 「( 人 為 的 ) 逆 の 組合 せ の 雑 交 卵 は 鋼 化 し な い 」‥‥・ と いわ れ て いた だ が, けっ し て その 
よう な こと は な い . た だ , 久 化 率 が 極端 に 低い と いう こと な の だ と 思う . 前 述 の ハン ド ・ ペ アリ ング 
で は , その 一 部 が 喘 化 の 徴候 を 見 せる と ころ まで こぎ つけ な が ら る も 全く 英 化 に 成功 し な い 組 合せ (① 
© が あっ た 反面 , 2% 以下 の 低 率 で 疫 化 し た 組合 せ (②) も ある . いずれ に し て も , 大 網 の ハン ド ・ 
ペア リング 結果 (③ の 組合 せ ) が 失敗 し て いる の に , 自然 状態 で そ 得 ら れ た 今回 の 雑 交 個体 か ら Fi 幼 
虫 を 生じ た 点 は 注目 に 値する . 

幼虫 : 3 令 ま で は ウス バ サ イ シン (長野 県 諏訪 郡 富士 見 町 産 ) を , 45 令 は ラン ョ ウ ア オイ (神奈 
川 県 愛甲 郡 清川 村 産 ) を 与え て , 室内 の シャ ー レ 内 で 落合 が 飼育 し た Ge). 

ギフ チョ ウ x ヒ メ ギ フ チョ ワウ ず ご プ の 種 間 雑種 の 幼虫 を 飼育 する と , KAER & CR CAR O i 
皮 が スム ー ズ に ゆか ず , ここ で 多く の 個体 が 脱落 し て し まう . し か し , 本 個体 で は この よう な 気配 は 
認め られ ず , 正常 に 幅 化 ま で こぎ つけ た . 幼虫 の 挙動 や 歩行 動作 は ギフ チョ ウ や ギフ チョ ウメ ヒメ 
ギフ チョ ウ さ の Fi の それ と 同様 で , ヒメ ギフ チョ ウ よ りゃ 明らか に 不 活発 だ っ た . 1<3 令 幼虫 の 形 
状 ・ 色 彩 ・ 大 き さ な ど は , ギフ チョ ウ や X ヒ メ ギ フ チョ ウッ の F」 の それ と ほとん ど 異 な ら ず , 外見 
上 と くに この 両者 を 区 別 する 相違 点 は 見 出せ な い . 4・3 令 幼虫 の 外部 形態 に 関し て は , ギフ チョ ッ ウッ 
X ヒ メ ギ フ チョ ウ d の 場合 に も 稀 に は 本 個体 と 区 別 で き な い ほど よく 似 た 個体 が 生じ る こと も ある 
が , この 両者 を 比較 する と お よそ 表 2 の よう に な る . 


x 1. 雑種 幼虫 の 飼育 経過 






































産 jg FN f, 1 眠 就 ( 起 ) 2 了 眠 就 ( 起 ) 3 有 眠 就 ( 起 ) 4 有 眠 就 ( 起 ) 前 思 dh 化 
5 月 22 日 5 月 26 日 5 月 31 日 6 月 6 日 
X 2. 雑種 幼虫 4~5 令 の 特徴 の 比較 
ギフ Px ヒメ ギフ ざ ヒメ ギフ x ギフ (本 個体 ) 
前 胸 と 第 1~8 腹 節 に 黄斑 を 有する . ギフ x ヒメ ギフ ざさ の FF に 似 て いる 
ギフ ・ ヒ メ ギ フ 両 種 の 中 間 的 特徴 を 示す が , それ より も ギフ に 近い . あたかも 。, 
総体 的 な 特徴 Ns dis 
個体 が 多い が , と き に は ギフ ・ ヒ メ ギ フ ギフ 幼虫 に 黄斑 が 現われ た よう な 感じ . 
に 酷似 し た も の も 出る . 
前 胸 ・ 第 1 ~ ギフ ・ ヒ メ ギ ン フ 両 種 の 中 間 型 で 暗 黄 黄斑 の 発達 が 弱く , ADRE. 
8 腹 節 隆起 部 色 . 黄斑 の 大 き さ に は 変異 が 多い . 
の 黄斑 
&ü Mos で フ * ヒ メ ギ フ 両 種 の 中 間 型 で 。 ギフ ギフ と 同 程度 で 黒色 . 珍 面 か ら 見 る と , 
彩 より も や や 明る い 、. ギフ と 見 まぎらわしい . 
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HB: PAEDR RTRT DECRE, VIRC. そし て , 時 折 ミ ズ ゴ 
ヶ ケ に 準 水 し て 次 の 乾燥 を 防ぐ で . この よう な 方 法 で 鉢 を 室内 に 保管 し て お いた と ころ , 11 月 中 旬 に な っ 
CHER L-CxTLOC, MRL TAO, 既に 死亡 し て いた . し か し , 成虫 体 の 形成 が 羽 
化 直 前 の 状態 まで 進行 し て お り , 遡 の 鱗粉 も 完全 に 発色 し て いた . 同じ 鉢 内 で 本 個体 と 同一 条件 の 管 
理 下 に あっ た 多数 の ギフ チョ ウ ・ ヒ メ ギ フ チョ ワウ 遇 は , 翌 春 無事 に 羽化 し て いる . この こと か ら , 本 
個体 の 死因 は 鞭 自 体 の 虚弱 さ に よる 面 が 大 きい と 考え を ら れる. いずれ に し て も , ギフ チョ ウ ・ ヒ メ ギ 
フチ ョ ウ の 場合 に 比較 し て , 本 個体 の 虹 体 内 に お ける 成虫 分 化 の 速度 は 極端 に 速かっ た . 

ICAMEI UOI, も ちろ ん 奇 型 で は な く 正 常 な 外観 を 呈し た . 腹部 が ヒメ ギフ チョ ウ の よう に 
スマ ー ト で な く 肥 大 気味 な 点 で , 本 個体 は ギフ チョ ウッ 的 で ある . EE, 外見 は ちょ っ と 見 分 けら れ な 
い は ほど 形状 ・ 色 彩 人 等 が か ギフ チョ ウッ ウ に 酷似 し て いる . 期 化 直 後 の 体 色 は ギフ チョ ウ や PX ヒ メ ギ フ チョ ウ ヴ の 
の Fi と 同様 で ある . すなわち , ギフ チョ ウ と 同じ く < 肌色 で ある が , それ より ゃ 感じ は や や 明る い . 
ヒメ ギフ チョ ウ は 黄 緑 色 で ある か ら , この 種 に 比較 すれ ば 本 個体 は この 点 で も ずっ と ギフ チョ ウッ 的 と 
いえ る . 








考 E 


SERCE LICBHROSRBa€XEGOhAa 4. 形状 で は ギフ チョ ウ の も の と も ヒメ ギフ チョ ウ の も の 
と も 識別 し 難い . 色彩 は 明らか に ギフ チョ ウ の それ で あり , し た が っ て 本 稿 で は これ を ギフ チョ ウ ざさ 
に よる も の と 判断 し て , その 後 の 経過 を 記述 し た . 

し か し な が ら , 若干 の 疑問 は 残る . と いう の は , ギフ チョ ウ や PX ヒメ ギフ チョ ウ J の 種 韻 雑種 第 1 
世代 成虫 の ず を ギフ チョ ッ や に 戻し 交配 し た 場合 , F,」 づ に よっ て 形成 され る 受胎 開 の 色彩 は 通常 ギ 
フチ ョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ と の 中 間 色 (RRE) に な る . と ころ が , と き に は ヒメ ギフ チョ ウ あ る い 
は ギフ チョ ウ と 形状 ・ 色 彩 上 の 判定 が 不能 な ほど 酷似 し た 受胎 襲 が 形成 され る 場合 も 出 て くる の で あ 
D. し た が っ て , 父親 を 確認 し えな いか ぎり は , 自然 状態 で ヒメ ギフ チョ ウマ と 雑 交 し た が 必ず し 
も 純粋 な デフ チョ ウ だ っ た と は 断言 で き な く な っ て くる . この 点 は , ギフ チョ ウ Px ヒメ ギフ チョ ウツ 
d の 場合 に つい て も 同様 で ある . すなわち , 従来 異種 の 受胎 杜 を 付け た ギフ チョ ウッ の 野外 採集 例 が 若 
干 記録 され て いる が , 必ず し ゃ その 配偶 者 が 純粋 な ヒメ ギ フチ ョ ウ だ っ た と は 断言 で き な い わけ で あ 
る . 種 間 雑種 F』」 に よる 可能 性 も 考え て みな けれ ば な ら た な い . 今回 の 雑 変 例 が と スギ フチ ョ ウ 9E 
フチ ョ ウ づ で あっ た 可能 性 は 強い けれ ども , 厳密 に 考え れ ば , 父親 が 自然 状態 で 生じ た 種 間 雑 種 の F, 
で あっ た 可能 性 も また 捨て きれ な い ( 現 段 階 で は , 野外 か ら 種 問 雑 種 の 成虫 は 確認 され て いな い ). 

将来, 種 間 雑種 や Luehdorfia 属 混 生 地 で の 研究 が さら に 進展 し て この 疑問 が 解消 する こと が 期待 さ 
れる . あわ せ て , 人 為 的 に 逆 の 組合 せ の 雑 交 の 第 1 世代 を 無事 に 羽化 させ る 技術 も 今後 の 研究 課題 と 
な る . 

な お , 観察 不 十分 の た め , 雑種 幼虫 の 体毛 に つい て は ふれ る こと が で き な か っ た . 
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Summary 


An interspecific hybrid larva between Luehdorfia japonica and L. puziloi has been introduced. 
So far, no larva or pupa of puziloi 9 xjaponica ¢ has been known. The authors have reared one 
larva of this parentage and observed its morphology and behavior. 

1) The authors caught a female of L. puziloi with a black sphragis at Oami, Nagano Prefecture, 
on May 3rd, 1976. That black sphragis appeared to have been made by a male of L. japonica. 

2) The female laid fifty eggs on Asiasarum Sieboldii and only one egg hatched. 

3) The larva was first reared on Asiasarum Sieboldii and later on Heterotropa blumei. It 
pupated 34 days after hatching. 

4) The larva had more pale brown spots than those of L. puziloi. In general appearance, the 
larva resembled F; larvae from japonica 9 x puziloi & crosses. 

5) The larva was less active than those of L. puziloi. 

6) The larva pupated in the 5th instar but the pupa died without hatching. However, it was 
found that a complete adult body with fully colored wings had been formed. 
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